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低炭素社会の実現に向けて、多様な分野の省エネルギー化に貢献。
「パワーデバイス用炭化ケイ素（SiC）ウェハ」の販売を開始。 

 

 

 新日本製鐵株式会社（社長：宗岡正二、以下、新日鉄）は、これまで同社先端技術研究所に

おいて、炭化ケイ素(以下、SiC)単結晶ウェハの開発に取り組んで来た成果を踏まえ、本年 4

月1日より、新日鉄グループにおいて電子材料事業を担う新日鉄マテリアルズ株式会社（社長：

石山照明、以下、新日鉄マテリアルズ）において、同ウェハの製造・販売を開始することと致

しました。 

 

 

次世代パワーエレクトロニクスに求められていた革新的材料。 

 

地球温暖化防止対策が重要視される中、自動車（電気・ 

ハイブリッド）、太陽光発電、情報機器、家電など、高 

効率な電力変換技術（＝高効率パワーエレクトロニクス） 

を活用した製品の普及がますます期待されています。 

SiC単結晶ウェハは、このパワーエレクトロニクスを支 

えるパワーデバイス向け材料として、従来のシリコン 

（Si）単結晶ウェハをはるかに上回る、優れた特性を有 

し、経済産業省が策定した「Cool-Earthエネルギー革新 

技術計画(平成20年3月)」等でも革新的技術の一つと 

して取り上げられ、注目されてきました。 

 

[SiC単結晶ウェハの主な特性と期待される効果] 

・耐電圧性に優れ、デバイスの電力損失を1/10に低減でき

・耐熱性に優れ、デバイスの冷却が不要となり、機器の小型

 

あらゆる分野の省エネルギー化を推進するポテンシャル。

 

Siの性能限界を超えるSiC単結晶ウェハは、次世代の高効率

支えるのみならず、パワーエレクトロニクスの活用分野の拡

ルギー化を推進する可能性を持っています。例えば、様々な

の約6割を占めるモータでは、インバータの導入で大きな省

し、高電圧、高温で使用される産業用の大型モータ等では導

れている割合はモータ全体の約 2 割（消費電力ベース）に

ハの優れた特性によってインバータの高性能化が実現される

レクトロニクスが活用されていない分野での導入促進も期待

 

、高効率・省エネルギー化を実現。 

化・薄型化が可能。 

 

パワーエレクトロニクスの普及を

大を通じ、あらゆる分野の省エネ

分野で使用され、国内全消費電力

エネルギー化が図られます。しか

入が進まず、インバータが導入さ

とどまっています。SiC 単結晶ウェ

ことにより、このようなパワーエ

されています。 



世界最高品質レベルのSiCウェハの販売をスタート。 

 

より高性能のパワーデバイスの製造には、高品質かつ大口径のSiC単結晶ウェハが不可欠です。

しかし、これまでは欠陥が少なく、かつ大口径のウェハを安定的に製造することは困難でした。

新日鉄では、世界最高品質レベルの4インチ（100mm）ウェハの開発に国内で初めて成功するな

ど、SiC 単結晶ウェハの研究開発で実績を上げてまいりました。そしてこのたび、デバイスメ

ーカにおける開発の進展と機を同じくして、SiC 単結晶ウェハの安定製造技術を確立、新日鉄

マテリアルズにて、国内企業初となる4インチを始め、3インチ、2インチ各サイズの販売を開

始致します。 

 

 

新日鉄グループでは、SiC 単結晶ウェハを広く供給していくことで、多くの領域での省エネル

ギー化を推進し、低炭素社会の実現に貢献できるものと考えております。 

 

 

【用語解説】 

 

SiC（Silicon Carbide） 

炭素とケイ素が1:1で結合した化合物。 

ダイヤモンドとシリコンの性質を併せ持ち、硬度、耐熱性、化学的安定性に優れた素材。 

 

SiC単結晶ウェハ 

SiC のなかでも、炭素とケイ素が原子レベルで規則正しく並んだもの（単結晶）を、円盤状

に切り出したもの。半導体用途で使用される。 

 

パワーエレクトロニクス 

発電、変電やモータ駆動などで用いられる高効率な電力変換技術。 

 

パワーデバイス 

パワーエレクトロニクスに使用される半導体デバイス。 

高電圧、大電流、高温下での動作が要求される。 

 

インバータ 

直流電力から交流電力を生成する、電力変換機器の一種。生成する交流電力の周波数を制御

することにより、組み込んだシステムのエネルギー効率を高めることが可能となる。 

 

 

【お問い合わせ先】 

 新日本製鐵株式会社 

  総務部 広報センター      マネジャー 鈴木 （TEL：03-3275-5021） 

  技術開発本部 先端技術研究所  マネジャー 矢野 （TEL：0439-80-2679） 

 新日鉄マテリアルズ株式会社 

  企画管理部 企画・総務グループ マネジャー 松本 （TEL：03-6859-6111） 

以 上 


